
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

黒宮 リア

ブラム＝ストーカー
ハヌマーン

高校生

感染

犯罪者の子

飢餓

ニュース

高校生

28

腐れ縁

2
3
2
1

1
0
0
0

2
0
1
0

5
3
3
1

33
9
9
14
28

4 2
1 1

噂話 1

緋き剣 白兵 5r+4 0 +[消費HP]+2

0 0

支部長/山田司英里
ジャーナリスト/？？？
腐れ縁/ルイス・ミュレー
シナリオロイス/所属UGN支部・岡市

誠意
同情
感服
信頼

不信感
憤懣

不信感
脅威

2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト:ハヌマーン

緋き剣

渇きの主

一閃

バトルビート

瀉血

★

0

2

3

2

1

3

1

-

1d10

2

3

4

2

2

-

オート

気絶時

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

マイナー

常時

視界

-

-

至近

至近

武器

至近

至近

シーン

自身

-

自身

単体

-

自身

自身

自動

自動

ハヌマーン

-

白兵

白兵

-

-

-

↓100

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

クリティカル値が下がる。

[LV*2]以下のHPを任意消費、武器を得る。

装甲値無視、HPを[LV*4]回復

攻撃後に移動。離脱不可。

判定ダイス+LV個。ハヌマーンのみ

血液の排出により容姿と健康を保つ。

両親は違法宗教団体に所属していて、殺人、窃盗、売春等なんでもしていた。
その団体はテロリストとして逮捕され、ニュースで話題となった。
報道で「違法宗教、訓練された子供たち」というタイトルの元、黒宮を含む団員の子供があることない事を言いふらされた。
地上波で放送されたそれは国全体に広まってしまい、『犯罪者の子』として後ろ指をさされるようになってしまう。

時はさかのぼり幼少期、簡単に人を殺してしまう両親が怖くて怖くて逃げだしたことがあった。
両親は宗教の方針に逆らおうとするリアを「神様に逆らう忌み子」とし、よく虐待していた。
彼の精神を人格を壊そうと、そして自分たちに逆らえなくしようとリアに対して非道な行為をした。
このままでは自分が自分でなくなる、人間でいられなくなると思った彼は逃げ出し、行くあてもなくさまよっていた。
その時に同じように逃げ出してきたであろう少年と出会う。
彼の後ろをついて歩き、二人の秘密基地を見つけて身を隠していた。
少年「ルイ」はリアに対して優しく接してくれて、リアも彼の境遇など何も知らないまま共に過ごしていた。
ある日ルイは、複数の大人たちに取り押さえられて連れていかれてしまう。
一人になってしまったリアはどうしたらいいだろうと街を再びさまよい始めた時、ビルに備え付けられた大型モニターに映し出されたニュース。
『テロを繰り返し行っていた宗教団体制圧』の報道は、連日行われた。

報道陣の中にいた一人のジャーナリスト。その人はリアに対して同情をした。
施設に送られたり、同じく犯罪を行っていたとして処罰される子供たちの中で一人逃亡しようとするリアを引き取り、一人で暮らす術を教えた。
家を与え知識を与え、学校に通わせた。リアの恩人である。

なんやかんやあって支部に配属されたがとりあえず毎日タピオカ��飲んで任務してる。
コードネームは支部長命名。”これ以上ない”、”最上の”という意味がある、らしい。
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